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関連文献／特許

生体リズムに着目した緑
内障研究は少なく、大学病
院の強みを生かして十分な
信頼性と妥当性をもった研
究を行っている。
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研究成果の応用可能性

 緑内障治療が視野維持だけでなくipRGC障害の抑制につ
ながり様々な生理機能や疾病に保護的に働く可能性がある。
また今後の研究でメラトニン・ipRGC・血圧変動などの生体リ
ズム関連因子が視野進行・眼圧・眼血流に影響することが明
らかになれば、生体リズム指標ガイド下光療法やメラトニン作
動薬などが緑内障の新規治療に発展する可能性がある。

 生体リズムの調整は内因性光感受性網膜神経節細胞 （in
trinsically photosensitive retinal ganglion cell; ipR
GC）で受容した光が視交叉上核に伝達されることで制御され
る。そのためipRGCの障害は生体リズムの乱れを引き起こす
可能性がある。緑内障は網膜神経節細胞死が本態であること
から、我々は緑内障眼におけるipRGC障害を報告している。
また我々は緑内障患者における生体リズム障害（メラトニン分
泌の低下、血圧日内変動の消失、認知機能低下、うつ症状、As
ymmetric dimethylarginine上昇など）も報告している。
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